


















































































































































































































































































































































































































































程に沿ってモデルで表現してみせたことである(Fujita and Mori 1997,Fujita,






































































































定仙＝ｊであれば, ai = a = g(l＋6hf)となって，こ,｡1―a Znと簡
略化される。これを次数を上げて対数表示すれば。


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































必然的ではない。 R. Drennan (1991)が論じているように，国家まで進展
したメキシコ高地と首良則に留まったパナマ地峡・コロンビア地域との比
較で，その環境の相違から首長制の体質が異なり，後者の方が地位・名誉
への競争が資源の浪費を厭わないほど熾烈であるが，家族単位では豊富で
独立的である。前者はむしろ競争については中庸であり，富，地位に関し
内部分化が進み，家族間で相互依存が進行しているという。後者の熱帯性
気候地帯では首長制自体が安定した状態として継続していたのである。総
合すると，部族，首長制，国家への変化は必然的(ないし傾向的)経路と
してではなく，それぞれ安定した均衡状態として捉えられるべきであり，
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むしろ変化の時期にはなんらかの岐路(bifurcation)が存在していたという
べきであろう。その意味でFriedのいう始原的国家(pristinestate)は，そ
の発生においてまれな現象であったということになる。
　事例であげられたケースでは，その始原性からいってエジプト，日本は
外されるべきであろう。つまりエジプトでさえ，すでに高度の階層構造を
出現させていたメソポタミアとの交易による交流から国家形成を促された
第二次国家であると解釈することもできるからである29)。スシアナの場合
は南部メソポタミアという一大交易中心地帯で発生していた階層化現象と
連動する形で初期国家段階と推定される首座階層化が形成されたと考えら
れる。メソアメリカについては，メキシコ大盆地において第１中間期第４
局面に火山噴火という偶発的要因があって競合的政体が消失したことによ
り，オアハカ谷に遅れて，集積度の高い国家組織(テオテワカン)が出現
した。これは人為的といってよく，それまでとは異なる体制の出現であっ
た。マヤ地域では湿潤で開放的な環境により同列政体は構造的に継続して
いる。それでも先古典期において中部地域のエル・ミラドール，ナクベな
どのように巨大な建造物を築くほどの政体が存在していた。マヤ地域では
遅れて古典期においてティカルなどを中心とした国家体制が形成されるに
至ったが，２次センターの自律性が高く，国家の中心センターにおける統
合力の強弱により統合と分裂の循環を繰り返すパターンを形成していた。
　国家が以上からの文脈にしたがってひとつの創出物(invention)であり，
その形成は可能であるといえ，必然のものでないとすれば，その出現の鍵
は何なのであろうか。このことを考察するには，再度Cameiroの制約説
に振り返ってみる必要がある。彼自身の説は反証が数多く出され，説得性
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を失っているのであるが，いわゆる文明の発祥地（王国の出現）が灌漑と
いう人為的な工夫を含めた意味で農耕可能な乾燥地帯であったという事実
は，囲い込み(circumscription)の概念の有効性をあらためて認識させてく
れる。ただし認識すべき点は，囲い込みという地理的な要因そのものが重
要なのではなく，灌漑，品種改良，土壌改善，農耕法の改良など農業にコ
ミットする行為が農業生産性を向上させ，関与する一般成員に生業として
農業を継続せざるを得なくする不可逆な過程こそが重要なのである。周囲
が砂漠，草原，ないし山岳地帯という環境は，農業を通じて人口を増大さ
せてしまった後の状況にある成員にとって，狩猟採集生活に戻ることを困
難にし，生業の選択肢をかなり限定させてしまう。しかし，この人口増加
は人口圧をもたらす過剰人口状態を意味するのではなく，依然として不足
しているのは労働であり人間なのである。収穫逓増現象をもたらした農業
の振興は土地不足の制約まで至らず，制約はむしろ労働にこそあったとい
うべきである。しかし，乾燥地帯は生業の選択肢を農業の高生産性ゆえに
限定させることになり，居住を固定化して移動の自由を奪ってしまう意味
で明らかに制約的であり囲い込みなのである。つまり，そこでは人口圧が
低くても支配，収奪の実現性が潜在的に高まっているのである。そして高
生産性の土地を集権的に管理できれば，政権はそれまでと異なって圧倒的
な富の集中を獲得できる。ただし管理行政の費用を低い状態に維持できる
ためには河川などを通じた交通網が利用できる必要があったことはいうま
でもない。
　それに対して，天水や灌漑による農耕が不可能な乾燥地帯では牧畜とい
う生業をとらざるをえなく，遊牧民として移動をもっぱらとし，部族体制
を継続させる条件が存在している。また全く逆に湿潤であるが森林に蓋わ
れた地帯では農業は限定的で散発的であり，植生上豊富なことから狩猟採
集を共存させる形になり，生業の選択肢も多様で移動が妨げられることも
ない。この地帯においても部族体制ないし首長制までの分化で留まるのが
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普通である。
　このように考えると，単純な思考上の工夫として，縦軸に乾燥／湿潤度
をとり横軸に制約／非制約度をとった位相図を描くことができる。その上
部と下部の領域は上述したように部族体制が安定的に成立している部分と
なり，対して中開城はせいぜい首長制への岐路をとる領域ということにな
る。そうすると，国家それも始原的国家の発生となると，南部メソポタミ
アという河口の沖積低地という，乾燥と制約度の相対的に弱い領域に限ら
れることになる。旧大陸では南部メソポタミアがウルク期において国家形
成を認められるというのであれば，他の地域（エジプト，ギリシャ，シリア，
アナトリアなど）への影響は，国家形成を誘発するものとなり，それらの
地域の国家は第二次国家ということになる。湿潤地帯の国家生成は（日本，
アルプス以北の欧州など）とくに非制約的領域においてきわめて遅いもので
あった。中国においても黄河・長江流域の盆地・河□域に初期国家の萌芽
状態が認められつつも変容・衰微していった。「邑制国家」構造を形成し
たのは準乾燥・非制約領域の中原地帯（河南省）においてであった。
　南部メソポタミアは国家の揺藍地としてきわめて特異な軌跡を辿ったと
いうことができる。ウルク期の前期と後期にその重心を移していったとは
いえ，都市・田園地区のヒエラルキー構造を形成し，その後初期王朝期に
は都市への集積化とおそらくそれに伴う都市国家間の覇権をめぐる抗争が
生じている。都市国家を統合するアッカド帝国は紀元前2350年頃に成立
しているが，アッカド時代から田園（都市周辺）地区の再生がみられるよ
うになる(Adams 1981;160-164)。ウルク期に南部メソポタミアにおいて都
市・集落の階層構造を高度化させ，交易の拡大と分業化を成立させた要因
に，南部メソポタミア自身が穀倉地帯として特化しており，他の資源を周
辺地域に依存せざるをえなく，交易が必要不可欠であったことがあげられ
る。さらにその交易を容易にするような自然の交通網（河川）が存在して
いたことも欠かせない。それゆえ，交易の中継・集積地となった都市は他
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の都市・集落に対し優位な地位を占めることになり，またその中継都市が
交易からもたらされた物資を加工し製造物として輸出することになれば，
さらにその地位を高めることになる。その結果分業関係を通じた都市・集
落間の階層構造の形成が自己組織的に促される。
　さらに各都市・集落には神殿が中心に位置し，祭祀活動のみならず経済
活動の中枢となっていたといわれており，神殿を介した広域の祭祀活動の
階層化もありえたであろう。つまり，中心センターヘの寄進・貢物という
再分配システムも存在して首座型の階層構造をさらに強化することになる。
これらはウルク期の都市国家群が王権の確立した国家体制ではなかったこ
とを意味するが，部族体制でもなかったことも確かである。紀元前４千年
紀という早い時期に成立した南部メソポタミアの特異な階層構造とウルク
期後期に顕在化する広域交易網（ウルク世界システム）は，いわば始原的な
変異体として生まれたのであり，また周辺世界の国家形成の因子を伝播さ
せたという意味で強力なものであったと考えざるをえない。
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